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創刊号から第5号
北極大陸を編集しているmurboです。今回は50号目の節目なのでいつもの参加陣の掲載はお休みし、これまでの表紙写真を全部掲載し、当時の状況など書いていきます。
創刊から第四号までは電子パブという名称でした。電子版のパブリシティという意味です。しかし、そんなにパブリシティでもないし、電子版のパブリシティにパブリシティと名付けたり、電子なのにわざわざ電子と名付けるのも後々面倒になると思ったので早めにに変えようと第5号から北極大陸に変更しました。意味はありそうで無いもの、真顔で言うと誰も指摘しなさそうな間違いということです。ありそうで実際には存在しないこともSF的でいいなと思っています。
この頃は精神的にも余裕があったりアマゾンでの自主出版のKDP(kindleダイレクトパブリッシング)の開始に便乗して自分たちも出版していたので勢いもあり、3DCGのARおまけを付けたりしていました。フォーマットはPDFでサイズはA5でした。PDFにしたのは印刷しても読めるように、A5なのはA4で見開きのページ建てでプリントすると冊子になるようにしていました。電子書籍を買うどころか読む習慣すらないことを想定しての理由です。
表紙の写真は今まで撮り溜めたものを加工していました。第5号はフリー素材の北極の写真を利用しているのでここでは省略しています。
狛犬。KDPで自主出版した広報活動の一環としてスタートしました。勢いで作った割にはフォーマットやサイズ、レイアウトなど比較的考えて作れました。宣伝としては未だ機能していないなあ。付録はパッチワールド(弾射音 著)に登場する宇宙船アポリオン3の3DCGのAR。パッチワールドの表紙を作るときに劇中に登場する宇宙船をモデリングしていたのです。当時ARが流行っている感じだったのでお試しで作っていました。結果としては全く流行っていないんですが(笑)。
建設中のビル。名駅の再開発が盛んだった頃に建設中のビルを撮影したものがあったので色味などを調整し、今回用に横倒しにしたのです。元々変わった形のビルですが、横倒しにすることで更に建物の感じが消えるのではないかと考えていました。付録は電気羊というキャラクターを3DCGでモデリングしてARにしました。
教会のオブジェ。同じ教会のステンドグラスからの光撮影した写真を合成して像を虹色にしています。また、こういうオブジェが中指を立てていると面白おかしいと思って加工しています。付録は宇宙キッドというキャラクターのプラモデルのような感じでモデリングした3DCGのAR。付録はこの号までありました。
古いホテルの喫茶室。元々改造の低い写真だったことと、連続撮影していたので縦に並べて絵として繋がるように合成しました。
第6号から第10号
チューリップ。チューリップをたくさん作っている公園があって、そこで撮影しています。
クジャクサボテン。わが社の鉢植えです。こんなに白くは無いので後から調整していますよ。
M61 バルカン。航空自衛隊のF-4EJに搭載されているものです。
MIM-104 パトリオットの発射機、M902発射機です。当時は写真をセル画調と言いますか、コンピュータで描いた風に見せるエフェクトを考えていまして、それをやってみたものです。今ならこういう感じをボタン一発でできるスマホアプリなどありそうですね。当時はPhotoshopでコツコツ作業しました。
F-4EJ改格納庫は日が入らないので撮影するには暗いので後から調整しています。
第11号から第15号
岐阜県瑞浪超深地層研究所の地下へのエレベーターです。個人的には怪人の製造研究所の地下エレベーターという見立てで彩度と明度などを調整しています。使用サイズより小さな写真だったので強制的に拡大しています。その際の画像の甘さやノイズをごまかすようにエフェクトをかけています。
油圧ショベル。この号からファイルフォーマットをPDFからEPUBとmobiに変更しました。
長野県今井市のりんご農園のサンフジ。本当は木を固定する綱が左右に張っていまして、絵のバランスとして綺麗ではなかったので消しました。現地ではこのような細い木で栽培している農園が殆どで門外漢が想像する大きなリンゴの木は農園では見かけませんでした。この木は小さいながらも生育が早く、実がなるのも早いので年間収穫量が多くなるとのこと。木が小型なので病気にかかった場合なども被害を最小限にすることも可能で、そのほかにも栽培について勉強になりました。
岐阜県関市のシモネの池です。当時モネの睡蓮の絵のようだと話題になった人工の池です。モネの池をメディアでは報道されていましたが、近くの手書き標識にはシモネの池と書かれていました。現地に着いたのが夕方の曇天だったのでかなり明度や彩度を調整しています。
昔から電柱と電線が格好良いと思っていて、事あるごとに撮影していました。地元の駅前のシャッター街がなかなかの寂れぶりで電柱も時代から置き去りにされて感じが充満しており、いい味が出ていたので撮影しました。
第16号から第20号
国重要文化財(大正四年三月二十六日指定)の木像毘沙門天立像です。岩滝山毘沙門堂にあります。たまたまこの像の存在を知り、日帰りで行ける距離にあることが分かったので撮影してきました。像のある場所は暗く、更に近づけないので撮るのが大変でした。明度も彩度も掘り起こすように調整しています。火炎の彫刻部分は赤くなるように加工しています。
桜。わが社の鉢植えの桜です。品種が不明のが残念です。多分ソメイヨシノだと思いますが若干彩度を上げています。
道路標識。この位置にあるのは意味があるのでしょうが、下から見るとどこに対しての標識なのか不明に見えるものです。
アタッチメント、クラッシャーを付けた重機。あまり同じようなものが続くのはよくないなと思いつつ格好が良いので採用してしまいました。
紫陽花。派手な色味になるように調節しています。
第21号から第25号
セメントの砂を採掘する場所。もう使われていないようでここの存在を知ってから何度か目の前を通りましたが常に無人でした。
白水湖。大白川ダムによって作られる人造湖ですね。深い池や湖など吸い込まれるようで恐怖を感じ、見るのが苦手なのですけど、気にせずに現地へ向かってしまい、後で後悔しています。
長良川中流。中流域はほぼ穏やかな流れですが、やや深い場所では水量の多いときなどはこのように波が大きく立ちます。全体に青が強くなるように調整しています。
白水の滝。ネットで見たのかどこで知ったか忘れましたが、思い立って撮影に行きました。物凄く遠くてあまり遠出をしないので凄く辛かったです。当時一眼レフカメラを買ったばかりで扱いが分からないまま撮影していたので今となってはちょっともったいないなと反省しています。色味など比較的強めに調整しています。
明治時代のレントゲン撮影用機械の一部です。気持ちとしては木製のコンピュータという見立てで絵作りをしています。
第25号から第30号
明治から大正にかけての西洋風建築物の子ども部屋。光などを描き足しています。色は調整してモノトーンに寄せています。
大政奉還後の日本にあったキリスト教協会の祭壇。日本語が書いてあるのがインパクトあると思いました。実際はものすごく暗い場所にあり、照明などつけずに撮影したのでトーンカーブを大きく持ち上げ、明るさを調整し、それで出たノイズの軽減などの作業をしています。
明治から大正時代の列車の改札。影が青くなるように彩度と明度を大きく調整しています。
河津桜。撮影はこの号の配布一年前です。この木は2m程度の高さで幹も細いものだったので、小柄の木であることを感じさせないように心がけて撮っています。
薔薇。バラ園で撮影しました。まるでお肉のようで珍しいと思いましたら、この公園ではそれなりに多く見かけ、特別ではなくとも一般的ではない程度の品種のようでした。珍しいに巡り合うこと自体が珍しいのだと思いました。
第31号から第35号
ハート形の紫陽花。これはまだ開いていない状態です。のちに知ったことでこのようなハート形になるのは結構あるようで、もっときれいにハート形になった紫陽花を見ることがありました。彩度などを調整しています。
シャッター街になってしまった商店街の放置されたシートの屋根です。既存の著作物を無許可で描いている屋根でそれを誤魔化そうとしてあれこれ付け足したり塗り直したりしているようです。
明治時代のレントゲン撮影用の機械の一部です。彩度や明度を調整しています。よく見るとキャラクターの上に文字が乗っていたり、何度か修正された跡があります。若干彩度や明度を調整しています。
神社の鏡開きの火をいくつか合成しています。見た目からは全く伝わりませんが撮影中は物凄く熱いです。炭になった木が。
これの種類を知らないまま形の面白さだけを狙って撮りました。彩度や明度を調整しています。
第35号から第40号
乙姫公園のコンクリート像。浅野祥雲作以外のコンクリート像を探していました。彩度や明度を調整しています。
薔薇。薔薇の産地にある公園で撮っています。彩度や明度を調整しています。
犬山城。年を跨ぐので干支の犬を意識しました。これはわざわざ撮りに行っています。若干彩度と明度を調整しています。
タイプライターを古さや油っぽさを強調するように彩度や明度を調整しています。犬山城を撮りに行ったついでに城下町を散策した折に撮り溜めたものから選択しました。
40号記念に路面標識です。
第41号から第45号
桜。これはソメイヨシノです。この桜も一年前の撮影です。
ショッピングモールにあるメリーゴーランド。本当は回っているところをシャッタースピードを遅くして流れるように撮ろうとしていました。撮ってみるとメリーゴーランド自体が全部回転しているのであまり見栄えの良いものにならず、いつも通りの止まった絵になりました。華やかに見えるように彩度や明度など調整しています。
明治時代の診療所。奥行きを強調するように彩度や明度など調整しています。明治から昭和初期辺りの診療所の怪奇的な雰囲気は良いなと思っていて自作に反映できるチャンスを探しています。
虫喰いだらけのキャベツが畑にあったので、50mmのオールドレンズで撮って強めに彩度や明度など調整しています。オールドレンズはペンタックスの廉価なものでたまたま自宅にあったから使っているもので、ロシアのレンズのようなボケが回転したような独特の味わいがあるとかそういうものじゃないです。
廃車置き場のタイヤの山。偶然見つけた場所で地面とタイヤのバランスがいいなと思っています。これ撮った時はものすごく暑かったです。
第46号から第50号
赤と白の薔薇。表紙の時は二つの薔薇の間に文字を入れたので二枚の写真を並べたように見えました。門外漢なりに薔薇に興味が出ていたころにあちこちの薔薇園で撮り溜めていました。
X-2。防衛装備庁が三菱重工業を中心に開発した先進技術実証用の実験航空機。
謎の建機を何か発射する機械に見立てています。SFは見立てることから始まるかなと適当に思っています。撮ったそのままに見えると思いますが、ちまちま彩度と明度などを調整しています。
わが社に近くにある古墳の入り口です。三角コーンはたまたまあったものをそのまま撮っています。これも彩度と明度を大幅に調整していて、奥行きを印象づくようにしています。
今号の表紙です。第50号にちなんだものを考えた末にスクーターをモチーフにコラージュしました。モンキーとかスーパーカブとか50ccバイクの印象的なものを選べばいいのにかなり日常的な車種を選んでいるのに対した理由はなく、よく見かけるものをあえて見つめることという言われないと全く分からないことがテーマです。同じ写真をミラーリングして並べることがよくありまして、これまでも参加作家の扉などで多用していますが、これは同じ位置から時間を変えて撮影した写真の一枚を反転して繋げています。お互いが接する辺については同じ写真を部分的にミラーリングしています。色味などは大幅に加工しています。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/おつかれ様です。
古川モトイ(以下、古川)/49号送りました!
間に合った(確信
明日(締切日)、忙しくて作業できなさそうなんですよね。
ともあれココは50号の編集後記ですので、50号のお話を。
機械や工場の写真は男の子は好きですよね。たまらんですね。
murbo/ええ、画面の密度を高くできるので見栄えがするんですよ。
古川/見立てSFいいですね。よくよく考えたら、まあぼさんがSF関係のアートワークこれだけやっていて、私もSF書いた経験があるんだから、私もちゃんとSF書けば良いのかもしれませんね。
しかも参考にURLはろうかと思ったら、公開サイトごと消えてるかもしれません。12年前に書いたものなので無理もないのかも。
murbo/きちんとしたSFは僕は分かっていないと思うんです。知ったかSFですね。
それでもSFは賢い感じが強いので積極的に取り入れていきたいです。
古川/SFの賢い雰囲気にあこがれる部分は大いに分かります。
渡邊利道(以下、渡邊)/どもども。50号記念で編集雑記に初参加してみました。よろしくです。
古川/よろしくおねがいします。
渡邊/私は何の成り行きかでプロのSF評論家でSF作家なんですがw SFファンだったことは別にないんですよね。そういう意味では逆に変わりダネかもしれないです。
古川/そうだったんですね。
渡邊/私の年代(69年生まれ)だと、普通に誰でもSFをそう意識しないで見たり読んだりしてて、特に「ファン」という意識を持ってる人はマニアだけという感じです。
murbo/SF作家はファンからプロへという道がなんとなくイメージとしてあります。
渡邊/私より古い人や逆に最近の人は「あえて」SFを選んだ世代ということになるかもしれないですね。
私の場合、ネットで普通の文学っぽい作品を公開しつつ日記を書いていて、それを読んだ評論家の人がSFを勧めてくれたんですね。で書いて送ったら受賞しちゃったんですよ。そして泥縄で大勉強する羽目にw
murbo/天然SFですね。
渡邊/ところで表紙特集ですが、文字が入ってないと結構印象が変わりますね。
murbo/表紙は文字をレイアウトして完成するように考えているので写真だけだと物足りない感じになっているものもあると思います。
古川/私は小学生の頃、ハインラインが好きで、なんとなくSFという響きにあこがれて社会人になったんですが、音楽ばっかりやっていて「SFからは縁遠いな」と思って生きていたんですよ。でも20代の頃、お世話になった専門学校で教鞭をとっておられたミュージシャンの方が日本SFクラブの会員だと知ったときはビビリました。
渡邊/難波弘之さんですか?
古川/あっという間に個人名を出されますねw難波先生です。直接お会いした事はないのですが、縁がある間に1回ぐらいお話し伺ってみたかった。
表紙の話から脱線しましたね。たしかに、文字がないと抜けた感じはありますね。
渡邊/でも写真としての存在感は文字なしの方が感じるかもしれないですね。あと意外と余白に文字という感じでもないのだなーと。
murbo/抜けた感じに思って貰えれば伝わってるのですよー。かといって文字が無い方がいい場合とかもあって。
そうですね、空いた場所に文字では無いですね。
渡邊/難波さんは挨拶したことはありますが、きっと向こうは私を認識されておられませんw
古川/向こうは認識されておられないのはあるあるですねw
渡邊/ミュージシャンはSF好き多いですね。特にJAZZのイメージは強いです。
murbo/難波さんもSF小説書かれてるのですか?
渡邊/はい。『飛行船の上のシンセサイザー弾き』とか何冊かあります。私もハヤカワ文庫のものは読んでいますが、リリカルな作風の方ですね。
古川/私は難波さんは「タモリの音楽は世界だ」というテレビ番組に出ておられた印象が
渡邊/私は山下達郎さんのバックをやってたイメージが実は一番強いんですが……。
古川/難波さんは二足のわらじのはずなのに、何か、妙に整合性がある気がして、当然、雲の上の方なんですが、あのスタイルはあやかりたいです。
本業と副業のバランスとか、境界の薄さとか。
渡邊/ああ、そうですね。確かにあの飄々としたスタイルはいいですねえ。
murbo/あー、結構書いてらっしゃる。
古川/二足のわらじもあのレベルで履けると…という憧れの話でしたw
murbo/笑
古川/写真の話ですが、実は過去に一回だけ雑誌で使うための写真を自分で撮ったことがありまして
水辺の写真は良いアングル探すと大変ですな
murbo/おー!素晴らしい!
水辺はだいたいは風景が映っているところを撮りたいので水辺多めか風景と同じ比率がいいですね。
古川/でも、「あそこから撮れたらいいんだけどな」って思う場所って、だいたい水上だったりしませんか?w
murbo/いえ、そこまでは無いですw
思ってるより被写体まで距離があって且つ近づけないことはあります。
写真を務めて撮るようになった気づいたのは、肉眼で見ているときは視覚の外側も見えていなくてもそれなりに認識していて、そこが無いと圧迫感とか不安な感じがするものだなと。
古川/なるほどー
murbo/一眼レフの標準レンズの50mmが人の見た目と言われてて、確かにそうなんですけど、撮ってる時は窮屈に見えるんです。iPhoneのカメラだと気持ちとして見た目が合ってると思いまして、結構広角なんですよ。
古川/ほう
murbo/それとは違って北極大陸用に撮ってる写真は望遠が多いんです。
単に好みですが。
古川/望遠レンズとか持ってないし怖くて使えないです。
あれ、持ってる方は怖くないんですかね?下手な宝石みたいな値段しますよね?
murbo/廉価なのもありますよ。50mmも高いのあります。
古川/ノートパソコン持ち歩くのでもドキドキなんですよね
murbo/それ、分かります。iPad proでも雑な扱いはよくないよなあとなんとも言えない気分です。
古川/子供の頃にラジコン持って遊びに行くのとはむた違う、嫌なドキドキなんですよね。
murbo/それでふと思ったのは、本当は10万とかするiPhoneで無料の電子書籍読んでねというのは、なんだか暴力的だなと。本は安いけど、実際はものすごく高価で。
古川/あー、なるほど
無料の電子書籍が流行ると儲かるのは端末作ってる企業なのか。気付かなかった。
murbo/印刷会社の代わりが端末作ってる会社みたいなものかな。
古川/コンテンツをやり取りする環境を売ってる感覚なのかも。ありがたいことです。
murbo/そうですね、参入障壁は下がったんです。結局これまでのコンテンツホルダーやビルダーも参加するので状況はそんなに変化ないんですけどね。
電子出版ができたから北極大陸も続けられていますよ。
古川/なんか上手い具合に話が流れて来ましたね。では、50号編集を続けられた御感想としてはどうですか?
murbo/参加者がいなかったら続けられなかったくらいにやる気が低かったですw
古川/モチベーションよく続いておられますねw
murbo/それが見た目のようにはないんですよw
他の方のイベントや展覧会など見ていて凄いなと思います。やる気もあるし上手くいっているようでSNSなどでも賞賛されてて。
各作品のトビラに関してはAVのコンセプトを参考にしているんです。
古川/具体的には?
murbo/AVって毎月大量に販売されているんですね。再編集もありますけど新作も多いです。単純に60分や120分の尺の映像を毎月三本以上作り、売り上げを上げ続けるのは大変です。売り上げについてはともかく、毎月複数本の新作を作るのはどうやってやるのかなと気になったのです。
売り上げのが高いことを人気があるとします。その人気のあるものをシリーズ化しているのです。つまり、一定のフォーマットで作っているのです。ほぼ女優を入れ替えるだけで他は同じなのです。パッケージデザインに関してはシリーズ関係なく一定のスパンでフォーマットを切り替えています。という、部分ですね。TV番組の予算配分みたいなのも気にしてましたね。スタジオ収録のバラエティが多いのはイニシャルコストに比重を置いてランニングコストを下げる工夫なんです。
それなら仮面ライダーや戦隊ものも同じように見えるんですが、こちらはシリーズ全体としてはフォーマットの部分が極端に少なくて、単独の作品ごとに変身アイテムのフォーマット化をやってますね。これはおもちゃを売るためです。
AVがより短絡的であからさまなのでこういった点が分かりやすいです。ちなみにエロはどっちでもいいですw
古川/なるほど、シリーズとして考えるってことですか。
murbo/考える作業は最初だけ(イニシャルコスト)で、毎回は作業だけ(ランニングコスト)にしようと一応考えてみたんですけど、AVじゃないんで結局毎回考えないといけないですね。小説は毎回内容違いますし。
一応今後のストックもあるので、写真がない!という困り方はないものの、写真は常に探していますねぇ。そろそろ人が出てくる写真もいるかなあ。
古川/人ですか
名古屋の地下アイドルなら被写体に斡旋できるかも
murbo/名古屋の地下アイドルは懐かしいワードですね。
ギャラの出ないガロ方式の北極大陸なのでそれでもよければw
古川/ノーギャラでやってくれそうな方が見つかったら
murbo/ありがとうございます。
他は兎も角、北極大陸は誰にもギャラが発生していないのでご容赦いただきたいです。
撮影した写真はお渡ししますよ。
古川/はい!
murbo/そういえば大垣市方面でも何か撮影してみたいですね。大垣城とか川?町の中に水路みたいなのってありませんでしたっけ?
古川/ありますね
水門川というのが
murbo/調べてみると桜と紅葉の季節がよさそうですね。となると、今か。
古川/夏はたらい舟も
murbo/ああ、思い出しました。たらい船に乗るイベントなどありませんでしたっけ?
古川/ありますね
murbo/夏も考えてみよう。
古川/大垣市のホームページにのってるかな?
murbo/いやぁ、期限切ってやらないと編集後記ですらギリギリになってしまってすみません。
今年の年末はそんなに寒くないと思ったら、そうでもなさそうですね、やっぱり寒いw
えーっと、とりあえず第50号までできました!自分でもびっくりですw もうちょっと続けられるように頑張りたいですので何卒よろしくよいお年を……ではなく、謹賀新年ですねw!
古川/明けましておめでとうございます!w
murbo/新聞の仕事してるときは12月が年始のようでしたよ。謹賀新年ばっかり書いてました。
今年もライブドローイングができるといいなと思っております。営業しないといけないなあ。どうしていいかわからないけど。
北極大陸としてはチラシを作れないといけないですね。フリーペーパーの宣伝チラシ作るのは謎すぎるんですが。
古川/バナー広告?
murbo/いえいえ、普通のA5サイズのチラシです。印刷しないけど印刷もできるような解像度とレイアウトのチラシになる予定です。
古川/お疲れ様です!
murbo/それでは次回は通常編成です。またよろしくお願いします!
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